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貸倒引当金の追加計上、業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、2020年12月期第１四半期決算において、下記の通り貸倒引当金を追加計上することとなり

ました。併せて、直近の業績動向を踏まえ、2020年２月14日に公表いたしました2020年12月期の業績予

想及び配当予想を下記の通り修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．貸倒引当金の追加計上 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、北米地域を中心として３月以降一部地域でのロックダ

ウンが発動され、当社グループの主たる取引先の外食産業向けを中心に、販売が急速かつ大幅に落

ち込みました。 

このような状況のもと、当第１四半期連結会計期間において、当社グループでは取引先の信用状

態の悪化を考慮して、貸倒引当金８億18百万円を追加計上いたしました。 

 

 

２．業績予想の修正 

 

（1）2020年12月期第２四半期連結業績予想の修正（2020年１月１日～2020年６月30日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（2020年２月14日公表） 
99,102 1,360 1,380 1,212 84円50銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 未定 未定 未定 未定 未定 

増  減  額（Ｂ－Ａ） - - - -  

増  減  率（％） - - - -  

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2019年12月期 連結） 

92,181 2,568 2,664 1,878 130円86銭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（2）2020年12月期通期連結業績予想の修正（2020年１月１日～2020年12月31日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（2020年２月14日公表） 
205,835 3,052 3,143 2,836 197円64銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 未定 未定 未定 未定 未定 

増  減  額（Ｂ－Ａ） - - - -  

増  減  率（％） - - - -  

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2019年12月期 連結） 

182,603 4,343 4,543 2,493 173円71銭 

 

（3）業績予想修正の理由 

 

  新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、世界各国にて政府による外出規制やロックダウン、及

びそれに伴う小売店・外食産業の営業規制により休業等が続いております。３月中旬以降、当社グル

ープにおいても北米・欧州・アジア(日本を含む)で小売店への売上が堅調である一方、外食産業向け

等の発注が大幅に減少し、業績にも影響がでております。 

今後の事業活動及び経営成績に与える影響については現在精査中であり、現時点では連結業績予

想の適正かつ合理的な算出が困難であることから、2020年２月14日に公表した連結業績予想を一旦

取り下げ、未定とさせていただきます。なお、今後情勢を見極めながら、適正かつ合理的な算出が可

能となった時点で速やかに開示いたします。 

 

 

３．配当予想の修正 

 

（1）2020年12月期配当予想 

 年間配当金 

 第２四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（2020年２月14日公表） 
25円00銭 35円00銭 60円00銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 未定 未定 未定 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2019年12月期 連結） 

40円00銭 55円00銭 95円00銭 

 

（2）配当予想修正の理由  

 

当社は、将来の事業展開と財務体質強化のため内部留保を確保しつつ、安定的な配当を継続して

実施して行くことを基本方針としています。配当性向を重要な指標とし、毎期30％程度の連結配当

性向を目安としております。 

しかしながら、上記の通り2020年12月期第２四半期連結業績予想、及び通期の連結業績予想をと

もに「未定」とすることから、第２四半期末、及び期末配当予想についても「未定」とさせていただ

きます。今後、各期の連結業績予想の適正かつ合理的な算定が可能になった段階で、それぞれの配

当予想についても速やかに開示いたします。 

 

以  上 


